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ほとぼりの熱く残れる砂浜を歩みきたりて遠花火見つ  大矢珠子 

ゆふだちの雲もとまらぬ夏の日のかたぶく山に日ぐらしの声  式子内親王 

行くほたる雲の上まで往ぬべくは秋風吹くと雁に告げこせ 在原業平 

 

 

JSPS・NIH 海外特別研究員審査会出席＇７月１２日（ 

 
JSPS が対応機関の国立保健研究所 NIH との合意により共同で実施している海外特別研究員について、

NIH 内での審査会議が７月１２日に開催された。ワシントンオフィスは会議に同席し、冒頭で挨拶の上、会議の

席上必要に応じて海外特別研究員事業やNIH 枠海外特別研究員事業の募集内容、実施状況について等説

明を行った。 

NIH の審査員の方々からは、日本人のポスドクは優秀なだけでなくとても勤勉で、このような若い日本人研

究者にNIH で活躍して貰える本事業の活性化を今後も望みたいといった真摯なコメントをいただいた。 

NIH の審査結果は今後 JSPS 本部に報告の上、本部での調整の後秋頃採択が決定となる予定である。 

 

 

JSPS 事業経験者米国同窓会 役員会の開催＇７月２４日（ 
 

７月２４日＇土（、ワシントン研究連絡センター事務所において、JSPS

の招聘事業等で来日した経験のある米国研究者で構成される、米国同

窓会組織の役員会が開催された。この役員会は、五つの分野＇生物・

医学、人文・社会科学、化学、物理学、工学（に分割し、その代表者５

名により構成されている。 

今回は、今春実施した代表選挙により選出された各分野代表者によ

る初めての役員会となった。新役員は次のとおり。 

【庶務】Dr. Blanca Chattin-Kacouris 

【生物・医学(Biology and Mdedical Science) 】 

Dr. Dawn Doutrich ＇Washington State University（ 

【人文・社会科学(Social Science and Humanity) 】 

Dr. Dajin Peng ＇University of South Florida（  

【化学(Chemistry) 】Dr. Ying Hu＇Mankind Corporation（ 

【物理(Physics) 】Dr. Shamim Mirza＇University of California, Irvine（ 

【工学(Engineering) 】Dr. Ranil Wickramsinghe＇Colorado State University（ 

生物・医学分野代表の Dr. Dawn Doutrich は電話にて、この役員会へ参加した。 

 

 

 



 

＜同窓会会長、副会長の選出＞ 

 まず、米国同窓会会則に従い、同窓会会長及び副会長の選出を行った。その結果、同窓会会長に庶務の

Dr. Chattin-Kacouris、副会長に物理学代表の Dr. Shamim Mirza が選出された。 

 

＜同窓会会則について＞  

同窓会会則について討議した。会則の条項については、他の同窓会のものとも比較し、参考となる条項は

取り入れて改善する旨合意した。JSPS 事業経験者米国同窓会では会費を徴収しておらず、シンポジウムの

開催などにあたっては、参加者から現地で徴収するか、大きくJSPS の支援に頼って来ているが、今後は他の

同窓会の会費の徴収、管理の方法を参考としながら、米国でも会費の徴収も考えて行きたい旨話があった。 

 

＜シンポジウム・年次総会の開催について＞ 

 次回のシンポジウムは２月～３月上旪までに年次総会と併せて開催することとした。開催地及びオーガナイ

ザーは１０月頃までに申請を受け付け、審査の上決定する。テーマは一つの研究分野に特定することはせず、

いくつかの研究分野でInterdisciplinaryに開催することとした。また、その次に行うシンポジウムについてもでき

るだけ早めの募集をかけることで合意した。 

  

＜Bridge Program 候補者の選出について＞ 

 Bridge Program 候補者の選考を行った。JSPS 本部の手続き

を経て正式採用された研究者は、以下のとおり： 

 Dexue Fu, Facultiy Research Associate, Johns Hopkins 

University School of Medicines 

 Douglas B, Weibel Assistant Professor, University of 

Wisconsin-Madison 

 Genhua Niu, Assistant Professor, Texas A & M University  

 George Stanley, Professor, University of Montana 

 Anowaral Islam, Assistant Professor, University of Wyoming 

 

 

 この会議では、ワシントン研究連絡センターと同窓会役員との同窓会運営に関する状況認識、問題認識に

ついて共通理解を図ることが出来た。また、同窓会幹部が本同窓会に対して、期待と熱意をもって運営しよう

とする姿勢を知ることが出来たのも良い機会であった。ワシントンセンターとしても、出来る限りのサポートを今

後も行って行きたい。 

 

JSPS同窓会についてのウェブサイト： 

http://www.jspsusa.org/Alumni_association/alumni.htm 

 

JSPS・NIH海外特別研究員に関する打ち合わせ＇８月９日（ 
 

 JSPSがNIHと協力して実施しているNIH海外特別研究員事業の今後の事業展開について、NIHフォガティイ

ンターナショナルのスタッフ及びNIH内の研究者とNIHにて打ち合わせを行った。 

 近年NIH海外特別研究員事業の応募者が減尐方向にあり、更に増やすためにはどうすべきかの検討と、現

在のNIH海外特別研究員の待遇が研究室の指導者によって様々である状態をどのように改善して行くか、協

議を行った。NIHは各Instituteの独立性が高く、研究機関内の規則、基準がInstituteによって様々であり、その

ような状態を保ちつつ本事業の海外特別研究員に一定の待遇を持たせられるか、NIHとはいくつかの可能性

を今後も探っていく。 

 

 



左から伊藤・大村国際協力員、Thet、山田氏、

谷垣国際協力員、金子副センター長 

 

京都大学 物質-細胞統合システム拠点iCeMS勉強会＇９月１３日（ 
 

京都大学 物質-細胞統合システム拠点iCeMSの事務スタッフである山田大輔

氏が来会し、JSPSが審査・評価を担当している文科省MEXTの事業、世界トップ

レベル研究拠点World Premier International Research Center Initiative(WPI)の拠

点の一つであるiCeMSについてJSPS及びJSTスタッフに対して紹介いただいた。 

iCeMSは拠点長に中辻憲夫教授を掲げ、京都大学が誇る「物質科学と細胞科

学の両分野を統合した学際領域の創造と発展」と、同時に、「科学者のキャリア

形成における国際的ハブとなる」事を目指している。山田氏には、iPS細胞の山中

伸弥教授、論文が総被引用数トップ1％にランクインした多孔性配位高分子＇PCP

（研究の北川進教授などトップレベルの研究

者で構成されているiCeMSについて、拠点の

構成、主な研究内容等、PPTを使って丁寧に

説明していただいた。次回iCeMSの関係者をDCにお迎えした際には、日

米の学術関係者・一般の方 に々も広く周知し、この拠点について情報発

信していただく機会を作りたい。 

 

京都大学 iCeMSのウェブサイト： 

http://www.jspsusa.org/Alumni_association/alumni.htm 

 

 

 

NIH International Opportunities Expo 出展＇９月１７日（ 
 

NIH が行う研究者の国際的なキャリアアップのためのイベントである、

NIH International Opportunities’ Expo が NIH 内にあるNatcher 

Conference Center で開催された。JSPSワシントンオフィスはブースを出

展し、JSPS の外国人研究者招へいのためのフェローシップや、JSPS の

各種国際交流事業について周知を図ったのと、副センター長の金子が各

国機関の事業紹介のセッションに参加し、JSPSの組織、JSPSのアメリカ

を中心とした各国との国際交流や、フェローシッププログラムについて、プ

レゼンテーションを行った。 

 ブースでの広報活動では、フェローシップに興味を持った外国人研究者

から、ホストとなる日本人研究者を探すための情報も欲しい、といったような要望も受けた。 

 Expoには、JSPSを始め、JST、DFG、CNRS、中国大使館など各国の機関がブースを出して国際的なプログ

ラムを紹介しており、展示終了後の懇親会では、各国のブース・プレゼンテーション参加者との交流を深め

た。 

 

NIH International Opportunities Expo のウェブサイト： 

http://felcom.od.nih.gov/subCommittee/vfc/careerFair.aspx 

 

NIH 海外特別研究員との懇談会＇９月２９日（ 
 

８月９日に実施したNIH フォガティインターナショナルセンタースタッフ等との打合せに基づき、JSPS スタッ

フはNIHを訪問し、現在NIHで研究活動を行っている海外特別研究員とミーティングを持ち、現在のNIHでの

研究状況や待遇、本事業への質問、要望などを伺った。また、どのようにしたら本事業の申請増加につなが

るかについてご意見をいただいた。 



また、参加者の方々に日本の研究者の海外渡航の減尐問題について、原因としてはどの様なことが挙げ

られるか、解決方法について現場の声を伺ったところ、以下のようなご意見を受けた： 

○今の日本では、ひとたび海外に出てしまうと、日本に帰って研究を実施できるポストが得にくい状況にな

っている。例えば、学振で、日本に戻って独立するためのグラントをもっと整備したらどうか。 

○日本の研究施設、研究者のレベルアップが進み、必ずしも外に出なくてもレベルの高い研究ができるよ

うになったのも原因の一つではないか。ただし、海外で研究経験を積むことは研究者のキャリアアップに

おいては大事なことだと思うので、このような状況は打開しなければならない。 

 

 

TEXAS出張(Rice University, Texas Medical Science Center訪問) ＇9月30日-10月3日（ 

 

9 月 30 日－10月 3日にかけて、菅原センター長、金子副センター長、谷垣国際協力員がテキサス州ヒュー

ストン、ライス大学＇Rice University（、テキサス医療センター図書館＇Texas Medical Center Library（を訪問し

た。 

 

１． Rice University の Dr. Chris Bronk を訪問 

「サイバー・セキュリティ」は、近年、特に注目を浴びている分野であり、あらゆる基幹インフラがネットワーク

により制御され生活が便利になる一方、「サイバー・テロ」によってこれらの安全が脅かされることも考えられる。

当分野ではカーネギーメロン大学やパデュー大学に続き、ライス大学も米国内で大きなイニシアティブをとって

いる。 

この問題について、当分野の専門家であるDr. Bronk の米国国務省における取組みを伺った。当分野は学

際的な領域であり、コンピュータ・サイエンスの専門家は多いものの、政策立案など人文学分野まで精通する

者が決して多くはないとのこと。今回、JSPS は氏に日本の国内で活躍するサイバー・セキュリティの研究者の

紹介を行った。このことにより、今後の日米の当分野での大きな橋渡しになることを期待する。 

 

２． Rice University の Dr. Junichiro Kono を訪問 

  Dr. Kono はご自身の研

究＇ナノ・テクノロジー（に加

えて日米の教育交流にも尽

力されており、「ナノジャパ

ン・プログラム」という企画を

NSFのPIREプログラム等の

支援により実施している。こ

れは、夏期の間、米国の大

学１、２年生を日本の大学

のナノ分野の研究室に派遣

し、実際の研究現場を経験させ、異文化交流、研究への興味を持つよう計画されているものである。Dr. Kono

からはJSPS ではこのような研究と学生をつなぐ教育プログラムをもっと積極的に行って欲しいといった要望も

受けた。今後は「ナノ・ジャパン・プログラム」のアウトリーチ活動やアメリカの研究と教育をつなぐグラントに関

する情報収集も行った上でJSPS本部に紹介して行きたい。 

 

３． Texas Medical Center Library の Mr. Philip Montgomery を訪問 

米国議会図書館の Dr. 

Tomoko Y. Steen、オランダ国

立公文書館の Dr. Kaori 

Maekawa に同行し、戦後に米

国政府が組織した原爆傷害調

査委員会＇Atomic Bomb 



Casualty Commission: ABCC（の資料の保存状況調査のためのテキサス医療センター文書館Mr. Philip 

Montgomery 訪問に同席した。こちらの文書館には現在、ABCC関係の資料が 300 点ほど保存されており、同

資料は他にUCLA、ウィスコンシン大学、そして米国議会図書館にも保存されているという。また、1951 年から

1960 年にかけて、長崎市でABCCの調査のため遺伝学の研究をされていたDr. William J. Schull にもインタビ

ューを行い、資料を振り返りながら、当時のお話を伺った。 

 

４． Dr. Neal Lane と会談 

 ヒューストン市内のホテルにて、元NSF長官、元米国大統領サイ

エンス・アドバイザであるDr. Neal Lane と会談を行った。氏には今年

６月に本会がワシントンDCで開催した「Science in Japan フォーラ

ム」にも講演者として参加していただいており、改めてお礼を申し上

げた。会談の内容は多岐に及び、昨今の日米の科学行政事情や科

学技術関係予算、同じくファンディング・エージェンシーであるNSFと

JSPSの人事システムや予算の問題、研究費の配分、研究者のアカ

デミック・ポストを得ることの困難さ、日米の大学生事情、などについ

て和やかに意見交換が行われた。 

 

５． Dr. William J. Schull の自宅でのインタビューに同行 

米国議会図書館の Dr. Tomoko Y. Steen、オランダ国立公文書館のDr. Kaori Maekawa と共にDr. William J. 

Schull宅を訪問した。ABCC関係の調査が両氏によって引き続き行われ、この日はDr. Schullにインタビューを

行い、当時から現在にかけてをオーラル・ヒストリーとして記録するというものであった。現場は撮影機材や録

音機材でいっぱいとなっており、アーキビストによる歴史編纂の一端を垣間見ることができた。 

 

 

―米国科学技術情報― 
 

●NIH 利益相反規則改正案に対し、研究者・大学関係者が反発＇８月（ 

 

 大学が行うバイオ・医療研究開発を支援する国立衛生研究所＇National Institutes of Health：NIH（は、今年5

月にその利益相反規制を改正することを発表したが、利益相反規制改正案内容に対して、8月 19日のパブコ

メ締め切りまでに多数の意見が大学関係者や研究者から寄せられた。 

 NIH がまとめた規制改正案では、以下のような様々な利益相反防止策が打ち出されている。 

-  NIH から研究支援補助を受ける大学研究者のうち、企業スポンサーから受け取った支援金が

5,000 ドルに達するものは、研究内容に関する全ての金銭的利益について所属大学に報告しな

ければならない＇現行の規制では1万ドル以上を受け取る大学研究者に報告義務あり（。 

-  所属大学は適当とみなされた場合について、大学研究者の利益相反状況をウェブサイトにて一

般に公開する。 

-  大学研究者に公開義務がある情報は、民間からの支払いに加えて、非営利団体＇大学除く（か

ら受給している補助金、さらには、印税、グラントピアレビュー等にかかった旅費や経費の償還

分、特許、投資信託も含むものとする。 

 

しかし、この規制改正案に対して大学関係者や研究者からは厳しすぎるとの意見が相次いで出ている。例

えば、米国医科大学協会＇Association of American Medical Colleges：AAMC（、米国大学協会＇Association of 

American Universities：AAC（、米国教育審議会＇American Council on Education：ACE（、公立大学協会

＇Association of Public and Land-grant Universities（の4 機関は共同で11 ページに亘る意見書をNIH に提出

しており、その中で、改正案が事務作業を増やすだけで目立った効果を上げることはないだろうと述べている。

特に、報告対象とする情報は研究に関係するものに限定し、印税等や旅費償還などの研究に関係しないもの、

また、財団や病院といった非営利団体から受ける研究支援についても報告対象から外すことなどを提言して



いる。 

また利益相反を公開するデータベースについても、前述の4機関は、大学がそれぞれオンラインデータベー

スを整備・運用するのはコストがかかるため、連邦政府がデータベースを立ち上げるべきとしている。これにつ

いては、医薬品企業が医療研究者に対して行う支払いの内容を公開する連邦データベースが2013 年 9 月よ

り運用開始されるため、それと統合させることが提案されている。 

それ以外の懸念事項として挙げられているのが、利益相反規制に違反した研究者が他の機関に移籍した

場合の取り扱いである。現在は、所属機関が利益相反規制違反者を罰することが慣例となっているため、違

反が発覚した時点で他の研究機関に移籍すれば罰を逃れることができるようになっている。このような抜け穴

に対し前述の4 機関は、違反研究者を受け入れた機関に対して罰を与えることを義務付けることは必要でな

いとする一方で、米国科学振興協会＇American Association for the Advancement of Science：AAAS（は、違反

者受け入れ先の機関が当該研究者を取り締まる義務を持つべきとしている。 

NIH では現在寄せられたパブコメの内容検討が行われており、利益相反規則の最終改正内容の発表時期

はその検討結果により決定されるという。 

 

＜関連情報＞ 

•Colleges Cite Burden of U.S. Conflict of Interest Rules 

http://www.insidehighered.com/news/2010/08/18/qt#235789   

•Chasing Conflicts of Interest 

http://www.insidehighered.com/news/2010/05/21/nih  

•Universities, Scientists Urge NIH to Narrow Conflicts Rule 

http://news.sciencemag.org/scienceinsider/2010/08/universities-scientists-urge-nih.html   

•AAMC/AAU/ACE/APLU Joint Letter 

http://www.aamc.org/advocacy/library/research/corres/2010/081710.pdf  

 

 

●USニュース・アンド・ワールド誌、恒例の大学ランキング発表＇8月 17 日（ 

 

US ニュース・アンド・ワールド誌＇US News & The World（は 8月 17日、毎年恒例の米国の大学ランキングを

発表した。これによると、昨年、プリンストン大学＇Princeton University（と1 位を分けたハーバード大学

＇Harvard University（が単独で1位となり、2位がプリンストン大学となっている。これに続き、エール大学＇Yale 

University（が3 位、コロンビア大学＇Columbia University（が4 位となっており、5 位にスタンフォード大学

＇Stanford University（とペンシルバニア大学＇University of Pennsylvania（の2校がランクインしている。 

同誌のランキングは、高校生とその親が大学進学先を決定するに当たり参考とするものとして定着している

一方で、評価基準が恣意的で、また、高順位を得るために大学が教育改善よりも、ランキングスコアの改善を

重視することに対する批判も出ている。 

今年のランキングは認定大学1,400 校を対象に16 の評価要素を元にして出されたもので、SAT スコア、入

学率、卒業率、卒業生による寄付、ピアによる評価といった従来の要素に加え、新しく、高校のカウンセラーの

意見も評価要素として取り入れられている。また、卒業率がスコアに占めるウェイトが5％から 7.5％に引き上

げられたことで、上位大学の顔ぶれが一部変わる結果にもなっており、例えば、コロンビア大学が昨年8 位か

ら4位に上がった一方で、カリフォルニア工科大学＇California Institute of Technology（とマサチューセッツ工科

大学＇Massachusetts Institute of Technology（が昨年の4位タイから今年は7位タイに落ちている。 

 また、同ランキングのリベラルアーツ大学部門では、ウィリアムズ・カレッジ＇Williams College（が昨年に続き1

位となっている。ウィリアムズ・カレッジはマサチューセッツ州にある小規模な私立大学であるが、経済誌のフ

ォーブス誌＇Forbes（が独自にまとめた大学ランキングでは、ハーバード大学などの有力大学を抑え、堂々の1

位となっている。なおフォーブス誌では、ランク付けに当たり、①卒業生の成功＇収入等（、②大学生活に対す

る学生満足度＇学生による授業評価等（、③大学生が負う負債＇負債額等（、④卒業率、⑤1 教員に対する学

生数、といった大きく分けて5分野における11 の評価要素を利用している。 

 

 

http://www.insidehighered.com/news/2010/08/18/qt#235789
http://www.insidehighered.com/news/2010/05/21/nih
http://news.sciencemag.org/scienceinsider/2010/08/universities-scientists-urge-nih.html
http://www.aamc.org/advocacy/library/research/corres/2010/081710.pdf


＜関連情報＞ 

•Harvard regains top spot on 'U.S. News' university rankings 

http://www.usatoday.com/news/education/2010-08-17-college-rankings_N.htm  

•Best Colleges 2011 

http://colleges.usnews.rankingsandreviews.com/best-colleges  

•Forbes' Top College Isn't Princeton or Stanford 

http://abcnews.go.com/print?id=11380138  

•America's Best Colleges 

http://www.forbes.com/lists/2010/94/best-colleges-10_Americas-Best-Colleges_Rank.html  

 

●科学分野の研究開発に関する大学支出が前年比5.8%増 550 億ドルに達する(９月) 

 

国立科学財団＇National Science Foundation：NSF（が発表した報告書によると、2009 年度の全米の短大お

よび大学における科学研究開発に関する拠出額は2008年度よりも5.8%増となる約550億ドルに達したという。

科学分野の中でも最も増加が見られたのは前年比5.1%増の生命科学分野で 328 億ドルであった一方、減尐

率が最大であったのは数学で、前年比10.9%減となる5億 5,300 万ドルの拠出であった。 

 また、科学研究開発に関する拠出額が最も多い大学上位5 校の顔ぶれは 2004 年度から変更はなく、2009

年度において1 位から、ジョンズ・ホプキンズ大学＇Johns Hopkins University, メリーランド州（、ミシガン大学

＇University of Michigan、ミシガン州（、ウィスコンシン大学マディソン校＇University of Wisconsin, Madison、ウィ

スコンシン州（、カリフォルニア大学サンフランシスコ校＇University of California, San Francisco、カリフォルニア

州（、カリフォルニア大学ロサンゼルス校＇University of California, Los Angeles、カリフォルニア州（となっている。

これら5大学の順位および2009 年度の科学研究開発拠出額は下記のとおり。 

 

大学名 支出額＇100 万ドル（ 

1 ジョンズ・ホプキンズ大学 1,856 

2 ミシガン大学全キャンパス 1,007 

3 ウィスコンシン大学マディソン校 952 

4 カリフォルニア大学サンフランシスコ校 948 

5 カリフォルニア大学ロサンゼルス校 890 

 

＜関連情報＞ 

•Science R&D Spending Reached $55B in Higher Ed in 2009 

http://www.insidehighered.com/news/2010/09/28/qt#239272  

•Universities Report $55 Billion in Science and Engineering R&D Spending for FY 2009; Redesigned Survey to 

Launch in 2010 

http://www.nsf.gov/statistics/infbrief/nsf10329/  

 

 

―対応機関人事情報― 

【NIH 人事情報】 

・Dr. Harold Varmus NIH NCI所長就任＇7月12日（ 

 

【NSF人事情報】 

・Dr. Anne L. Emig (NSF Program Manager East Asia ＆Pacific Program) NSF東京事務所長就任＇8月10日（ 

・Dr. R. Clive Woods (Department Chairman Electric land Computer Engineering Department, Louisiana State 

University)の NSF Program Manager East Asia ＆Pacific Program 就任＇8月30日（ 

・Dr. Machi F. Dilworth NSF東京事務所長の Directorate for Biological Sciences 就任＇8月30日（ 

http://www.usatoday.com/news/education/2010-08-17-college-rankings_N.htm
http://colleges.usnews.rankingsandreviews.com/best-colleges
http://abcnews.go.com/print?id=11380138
http://www.forbes.com/lists/2010/94/best-colleges-10_Americas-Best-Colleges_Rank.html
http://www.insidehighered.com/news/2010/09/28/qt#239272
http://www.nsf.gov/statistics/infbrief/nsf10329/


＇オフィス活動記録（ 

 【７月】 

7日 Washington Innovation Network(WIN)講演会出席@Embassy of Finland＇菅原、金子、山上、

Thet、大村、谷垣、伊藤（ 

9日 NSF Anne Emig, Clive Woods 来会 

12日 JSPS・NIH海外特別研究員審査会出席@NIH＇金子、山上、大村、谷垣、伊藤（ 

14 日 AAAS Dr. Neureiter, Dr. Cordenとの打ち合わせ@AAAS＇菅原、金子、Thet（ 

15 日 在米科学関係法人連絡会出席＇菅原、金子、山上（ 

22 日 Reception出席@大使公邸＇菅原、金子（ 

24 日 JSPS米国事業経験者同窓会幹部会@JSPS会議室 

30 日 日米研究ｲﾝｽﾃｨﾃﾕｰﾄUSJI レクチャー 阿部義章早稲田大学特命教授講演「途上国のイ

ンフラ開発と世界銀行」聴講@USJI会議室 

Japan Exchange and Teaching (JET)Program 採用者を囲む会出席@旧日本大使公邸＇菅

原、金子、山上、Thet、大村、谷垣、伊藤（@旧日本大使公邸 

 

【８月】 

9日 JSPS・NIH海外特別研究員に関する打ち合わせ @NIH＇菅原、金子、山上、Thet、大村、

谷垣、伊藤（ 

米国議会図書館訪問＇金子、山上、大村、谷垣、伊藤（ 

8月10 -25日 菅原センター長一時帰国＇KEK,Spring8, JSPS訪問（ 

24日 在米科学関係法人連絡会出席＇金子、山上（ 

25-26日 NSF National Science Board傍聴＇金子（ 

 

【９月】 

7‐10日 日米研究ｲﾝｽﾃｨﾃﾕｰﾄUSJI Week参加 @Hilton Embassy Row＇菅原、金子、大村、谷垣、伊

藤（ 

13日 京大 物質-細胞統合システム拠点山田大輔氏を囲んでのiCeMS勉強会 @JSPS/JST会

議室 

14日 JAEA主催 MONJU講演会出席@旧大使公邸＇金子、大村、谷垣、伊藤（ 

16日 Scientific American 誌 Dr. Nuala Byrne氏来会、情報交換 

17日 NIH International Opportunities’ Expo 出展 @NIH＇金子、Thet、大村、谷垣、伊藤（ 

20日 井村裕夫JST/CRDS主席フェロー等との懇談＇菅原、Thet（@参事官邸 

21日 議会図書館Symposium “The Japanese Collection at LC: Past, Present and Future”参加＇

大村国際協力員（@議会図書館 

23日 NSF Dr. Liu, JST大濱ﾜｼﾝﾄﾝ所長との bio-inspired sensingの国際協力に関する打ち合わ

せ@NSF 

24日 Washington Innovation Network(WIN)“Japan’s S&T Policy and Some Issues related to the 

US and Japan”犬塚科技参事官レクチャー出席 @旧日本大使公邸＇菅原、金子、Thet、大

村、谷垣、伊藤（ 

27日 AAASとの打ち合わせ@JSPS 

29日 NIH海外特別研究員との懇談会@NIH 

菅宮外務省国際科学協力室長との懇談 

9月30日 

-10月3日 

TEXAS出張(Rice University, Texas Medical Science Center訪問)＇菅原、金子、谷垣（ 

 

＇編集責任者：金子 郁代（ 


